
2017年度　四国地区社会福祉士合同研修会（案）
テ－マ「障壁をこえて～共に歩む社会福祉士～」
　今日の社会福祉サ－ビスを取り巻く諸制度および援助のあり方は、利用者多様な課題と新たなニ－ズの顕在化により大きく変化してきました。また、生活課題の多様化、複雑化に伴い支援における多職種連携やネットワ－クの重要性も指摘されています。
　私たち社会福祉士は、このような新しい時代の社会福祉士にかかわる専門職として社会福祉士の果たすべき役割を模索し、利用者をはじめ誰もがその人らしい生活を実現するためのソ－シャルワ－ク実践を行う責務があります。
　そこで、今年度も昨年に引き続き、四国四県の社会福祉士が一同に会し、私たちに関わるさまざまな『障壁』を通して社会や支援のあり方を考えます。今回は、生涯研修制度の６領域の中から「権利擁護」「地域支援」「福祉経営」についての分科会を設定し、実践に基づく発表と質疑応答、意見交換により、社会福祉士が目指す方向性を明らかにし、実践力を高め、専門性の向上につながるよう、下記の内容で合同研修会を開催します。
(主  催)　 一般社団法人愛媛県社会福祉士会、　一般社団法人香川県社会福祉士会
一般社団法人高知県社会福祉士会、　一般社団法人徳島県社会福祉士会

(日  時)   平成29年12月2日(土)・3日(日)

(会  場)   愛媛県　松山大学8号館　（愛媛県松山市文京町4番地2）
(対  象)   社会福祉士資格取得者

(定  員)   200名 

　(参加費)   社会福祉士会会員:3,000円、非会員:5,000円、懇親会費:5,000円
　(日  程)
	開催日
	日程・内容

	第1日目
12月2日(土)
	13:00～13:15　開会・オリエンテ－ション

13:15～14:15　

【講演】　　「　災害とソーシャルワーク　」(仮題)
　　　　　　講師 （一社）福島県社会福祉士会　会長　　島野　光正氏
14:15～14:30　休憩

14:30～16:30
【トークセッション】「　　　　　　　　　　」（仮題）
　　　　　　司会  　（一社）愛媛県社会福祉士会　監事  島崎　義弘氏
　　　　　　発言者①（一社）福島県社会福祉士会　会長　島野　光正氏
　　　　　　発言者②（NPO）えひめ311 副代表兼事務局長 澤上　幸子氏
　　　　　　発言者③（一社）愛媛県社会福祉士会 災害支援担当理事 久幾田 勢子氏
16:30～16:45　質疑応答
16:45～　　 　終了
18:00～　　 　懇親会「伊予鉄会館」（松山市大街道3丁目1-1）

	第2日目

12月3日(日)
	9:00～12:00　実践研究
　分科会①「権利擁護」
　　　　　　助言者:　愛媛県（調整中）
　　　　　　発表者:  ・香川県

　　　　　　　　　　 ・徳島県

　　　　　　　　　　 ・愛媛県
　分科会②「地域支援」

助言者:聖カタリナ大学人間健康福祉学部 准教授 高杉 公人氏　
　　　　　　発表者:  ・徳島県

　　　　　　　　　　 ・高知県

　　　　　　　　　　 ・愛媛県
分科会③「福祉経営」
助言者:聖カタリナ大学人間健康福祉学部 教授 恒吉 和徳氏
　　　　　　発表者:  ・高知県

　　　　　　　　　　 ・香川県　　 

・愛媛県


2017年度　四国地区社会福祉士合同研修会分科会論点（案）
1. 災害に限らず、さまざまな社会の「障壁」と対峙する社会福祉実践　
2. 個人・所属組織・会（部会や委員会）を通した活動と社会福祉士としての視点
3. 障壁をなくすための困難さや課題、取り組んでいる工夫や思い
4. 独立型社会福祉士を含む経営者視点での障壁　←　福祉経営
5. 社会福祉法人改革と障壁　←　福祉経営[image: image1.png]
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